
 

 

 
 
  
 

1.精神文化の保全対策 記録による保全 

先祖を思う記憶（心）

と祈りの行為による保

全 

祈りの場による保全 

2.①植物の保全対策 

2.②魚類の保全対策 

2.③動物の保全対策 

3.生活文化の保全対策 

4.文化景観の保全対策 

5.アイヌ文化の普及方策 

保全モデル地区設定（5）

6.栽培実験の継続 

河畔林の整備 

生息環境の保全（河道） 

報告書、データベース等 

当事者の伝承 

儀礼学習、所作啓発等 

眺望・祈りの場 

記憶の場、記憶の印等 

展示（種類を増やす） 

増殖（量的確保・採取）

河川伝統工法 

伝統的漁法の伝承 

移動性の確保 

多様な森林環境の再生・復元

口承文芸・伝統舞踊の継承 

川洲畑の栽培実証試験 

アイヌ語地名の継承 

屋内展示設備・施設の整備 

屋外展示設備・施設の整備 

普及事業の実施 

人材育成・運営体制の整備 

実証試験（二風谷／平取ダム）

儀礼行事 

狩 猟 

漁 労 

食文化

精神文化 

文
化
性
を
ふ
ま
え
て
相
互
の
関
連
性
も
考
慮
し
た
検
討 

食文化

食文化

食文化
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記録による保全

行為による保全

場 に よ る 保 全

＋

＊ 検討項目全体を、以下の 

３つの保全対策の手法を 

基本にして、 

整理していくことが 

考えられる 

食文化

精神文化 

精神文化 

精神文化 

精神文化

精神文化 

精神文化 食文化

＊ 例えば、 

作業部会的な形態を取り入れて、 

より具体的な検討を進めていくことも

考えられる 

より具体的な保全対策の検討と

保全対策の推進に向けて 

作業部会的な場での検討内容を 

検討会で報告し、保全対策を共有し、

協力と連携による対策の推進を図る 

（６）保全対策検討項目全般に関する検討状況 

◆平取ダム地域文化保全対策検討会におけるこれまでの検討状況 ～ 今後のより具体的な保全対策の検討と推進に向けて ～ 



 
◆検討過程におけるダム事業用地全体から見た検討項目間の相互関係の状況 
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